
◆
奈
良

底
冷
の
何
も
答
え
ぬ
阿
弥
陀
仏

前
田　

霧
人

◆
和
歌
山

紀
の
国
の
海
ふ
く
ら
ん
で
初
電
車

北
岡　

ゆ
み

◆
鳥
取

舌
頭
千
遍
熱
き
噓
つ
き
豆
腐
か
な

野
田　

哲
夫

※
一
年
の
嘘
を
帳
消
し
に
す
る
豆
腐
を
食
べ
る
民
俗
行
事

◆
島
根

大
寒
の
洟
た
れ
鯊
や
小
出
刃
研
ぐ

福
田　

玲
子

◆
岡
山

よ
き
笑
み
の
面
を
選
ぶ
初
戎

秋
岡　

宣
子

◆
広
島

雑
煮
箸
か
ぞ
へ
二
つ
の
掌
に
余
し

石
井　

一
石

◆
山
口

冬
銀
河
わ
た
し
の
渡
る
橋
が
な
い

田
中　

洋
子

◆
徳
島

寒
紅
や
た
ま
に
は
ヒ
ー
ル
高
く
し
て

島　

美
代
子

◆
香
川

年
越
し
て
讃
岐
の
紅
葉
な
ほ
褪
せ
ず

市
場　

基
巳

◆
愛
媛

箸
置
は
小
鳥
の
か
た
ち
七
日
粥

中
岡　

き
ぬ

◆
高
知

子
規
庵
の
冬
の
陽
だ
ま
り
静
か
に
混
む

中
内
か
ず
子

◆
福
岡

天
満
宮
半
吉
丸
餅
筑
前
煮

福
本　

弘
明

◆
長
崎
・
佐
賀

髪
染
め
て
長
坂
の
初
日
を
踏
め
り

長
島
富
美
枝

◆
熊
本

鹹
き
味
噌
天
神
の
手
毬
唄

松
永　

俊
昭

◆
大
分

雑
煮
食
う
も
骨
を
ひ
ろ
う
も
箸
の
国

河
野　

輝
暉

◆
宮
崎

七
草
粥
多
彩
柔
の
調
べ
か
な

大
浦
フ
サ
子

◆
鹿
児
島

初
夢
の
い
の
ち
し
づ
か
に
浮
き
上
る

白
澤　

良
子

◆
沖
縄

こ
だ
わ
っ
て
島
に
根
を
張
る
桜
か
な

宮
里	

晄

醍
醐
味
で
あ
ろ
う
。
箱
根
駅
伝
往
路
ゴ
ー
ル
地
点
・

復
路
ス
タ
ー
ト
地
点
の
目
の
前
、
芦
ノ
湖
畔
沿
い

に
箱
根
駅
伝
の
記
念
碑
が
あ
る
。

　　

菅
原
道
真
公
は
、
藤
原
時
平
の
讒ざ
ん
げ
ん言
に
よ
り
失

脚
、
大
宰
権
師
と
し
て
太
宰
府
に
左
遷
さ
れ
、
二

年
後
の
延
喜
三
年
に
薨こ
う
き
ょ去
し
た
。
太
宰
府
天
満
宮

は
菅
公
を
祀
っ
て
建
て
ら
れ
、
本
殿
は
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。〝
東
風
吹
か
ば
に

ほ
ひ
お
こ
せ
よ
梅
の
花
あ
る
じ
な
し
と
て
春
な
忘

れ
そ
〟
は
、
菅
公
が
都
を
追
わ
れ
る
出
立
の
折
、

御
前
の
梅
に
思
い
を
残
し
て
詠
ま
れ
た
和
歌
で
あ

る
。
天
満
宮
は
「
学
問
の
神
」「
至
誠
の
神
」
と

し
て
世
の
崇
敬
を
集
め
、
初

詣
に
は
毎
年
二
百
万
人
の
参

拝
者
で
賑
う
。
ま
た
早
春
に

は
六
千
本
の
紅
白
の
梅
が
咲

き
乱
れ
、
外
国
の
観
光
客
も

多
い
。
そ
の
ほ
か
観
世
音
寺

や
太
宰
府
政
庁
跡
な
ど
数
多

く
の
史
跡
は
、
日
本
文
化
の

原
点
に
誘
っ
て
く
れ
る
。

太
宰
府
天
満
宮　
　

福
岡　

松
岡　

耕
作

写真提供：太宰府天満宮
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金子　兜太
宮坂　静生
加藤瑠璃子
寺井　谷子
中村　和弘

現 代 俳 句 協 会 賞    平成 26年度
　安西　篤受賞作品50句
　　受賞のことば　遅れてきたもののとまどい
　選考経過
　選後評

　安西　篤氏の俳句の魅力
　受賞作品この一句

　第69回現代俳句協会賞特別賞
　　受賞のことば　夢のように
　金原まさ子氏の俳句の魅力
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 安西　　篤
安西　　篤
鳴戸　奈菜

金原まさ子
金原まさ子

大牧　　広、桑原　三郎、小檜山繁子、武田　伸一
竹本　健司、遠山　陽子、前田　　弘

稲葉　千尋、大井　恒行、大坪　重治
大畑　　等、恩田侑布子、堀之内長一

塩野谷　仁、寺井　谷子

宮坂　静生、鳴戸　奈菜
和田　悟朗

関　　悦史、皆川　　燈
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♣随想♣
砂漠の邂逅
狼の幻影
ティータイム
ブックエリア　小橋　啓生句集『夢幻流転』
　　　　　　　古畑恒雄句集『林檎童子』
第６回 現代俳句の風
「現代俳句の風」秀句を探る
　赤尾　恵以、五代儀幹雄、勝又千惠子、木村　聡雄、白水　風子、中村　正幸、藤田　守啓
◎平成26年度新入会員記念作品　
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表紙　写真提供：伊丹三樹彦 

現代俳句　目　次 平成27年1 月号 通巻571号

列島春秋　1月　地区別現代俳句歳時記
表 4／『今、伝えたい俳句　残したい俳句』=吉田　悦花

第69回
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宇多喜代子
安西　　篤
高野ムツオ
森下草城子
前田　　弘

初　晴
歯固め
血　潮
冬の景
青　い

9
11
13
15
17

宇多喜代子 46
47

北田はれ子
志村寿美代

岡　　莞弥、渡嘉敷皓駄、若林ふさ子
原しょう子
川村　五子

50
51
52
54
55
56
67

72

『宇多喜代子俳句集成』のこと
『宇多喜代子俳句集成』を読む

特集　宇多喜代子著『宇多喜代子俳句集成』

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・37

・・・・・・・武良　竜彦 40

地区協「注目作家とその作品」
　　中北海道、岩手県、鹿児島県

◇「不可能性の文学」の大いなる可能性（後編）
第34回現代俳句評論賞　佳作


